
　
専
門
医
制
度
改

革
の
争
点
に
つ
い

て
考
え
て
み
る
。

　
従
来
か
ら
学
会

が
行
っ
て
い
る
専

門
医
制
度
が
、
国

民
の
求
め
る
専
門
医
像
と
隔
た

り
が
あ
る
、
専
門
医
の
質
が
担

保
さ
れ
て
い
な
い
と
の
議
論
が

起
こ
り
、
厚
労
省
の
「
専
門
医

の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」

が
設
置
さ
れ
た
。
同
検
討
会

は
、
2
0
1
3
年
4
月
に
は
報

告
書
を
出
し
、
そ
の
方
向
性
が

示
さ
れ
た
。
改
革
の
二
つ
の
ポ

イ
ン
ト
の
一
つ
は
こ
れ
ま
で
学

会
が
行
っ
て
き
た
専
門
医
の
認

定
を
日
本
医
師
会
会
員
や
日
本

医
学
会
会
員
等
が
社
員
と
し
て

構
成
さ
れ
る
社
団
法
人
日
本
専

門
医
機
構
（
14
年
5
月
に
発

足
）
が
行
う
と
い
う
こ
と
。
二

つ
目
は
総
合
内
科
専
門
医
、
外

科
専
門
医
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

18
制
度
の
専
門
医
に
総
合
診
療

専
門
医
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た

こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
制
度
改
革
の
争
点
は
二

つ
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
目

は
総
合
診
療
専
門
医
と
い
う
専

門
医
が
本
当
に
必
要
か
と
い
う

こ
と
。
総
合
診
療
専
門
医
は
本

当
に
専
門
医
で
あ
る
必
要
が
あ

る
か
と
疑
問
を
感
じ
る
。
他
の

専
門
医
と
同
一
レ
ベ
ル
で
考
え

る
の
に
違
和
感
を
感
じ
る
。
し

か
し
、
厚
労
省
が
こ
の
専
門
医

設
置
を
新
た
に
行
っ
た
こ
と
に

は
大
き
な
意
味
が
あ
る
は
ず

で
、こ
の
制
度
の
肝
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
基
本
領
域
で
の
専
門
医

の
選
択
は
一
つ
し
か
認
め
ら
れ

て
い
な
い
訳
だ
が
、
現
在
の
医

療
界
は
例
え
ば
救
急
医
と
脳
外

科
医
、整
形
外
科
医
、内
科
医
と

総
合
診
療
医
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
医
と
整
形
外
科
医
な
ど

ダ
ブ
ル
ボ
ー
ド
を
も
っ
た
医
師

の
貢
献
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ

の
矛
盾
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す

る
か
、
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
争
点
は
こ
の
制

度
で
医
師
の
地
域
の
偏
在
、
診

療
科
間
の
偏
在
が
改
善
さ
れ
る

か
と
い
う
こ
と
。
偏
在
の
話
と

制
度
の
話
を
関
係
付
け
る
べ
き

で
な
い
と
の
議
論
も
な
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
制
度
を
偏
在
改

善
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
意
図

が
み
て
と
れ
る
。
偏
在
が
解
消

さ
れ
る
と
す
れ
ば
逆
に
言
え
ば

医
師
の
局
在
と
専
門
科
の
選
択

が
完
全
に
国
に
よ
っ
て
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
専
門
医

制
度
改
革
は
医
療
供
給
体
制
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は

必
至
で
、
こ
の
制
度
設
計
に
は

慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

専
門
医
制
度
改
革
に

慎
重
な
判
断
求
め
た
い

　
先
日
「
医

の
倫
理　
京

都
プ
レ
企

画
」
で
行
わ

れ
た
、
法
政
大
学
総
長
田
中
優

子
氏
の
講
演
「
江
戸
か
ら
学
ぶ

日
本
の
倫
理
」を
聴
講
し
た
。江

戸
時
代
の
医
師
は
本
草
学
（
博

物
学
）者
で
あ
り
、医
業
の
ほ

か
、
学
者
・
寺
子
屋
師
匠
・
剣

術
師
範
・
農
業
等
で
生
計
を
立

て
て
い
た
が
、
金
貸
し
・
太
鼓

持
ち
・
仲
介
業
を
副
業
と
し
た

医
師
も
い
た
と
い
う
▼
日
本
の

国
民
皆
保
険
制
度
は
、
国
民
に

廉
価
で
良
質
な
医
療
を
提
供
し

日
本
を
世
界
一
の
長
寿
国
と
し

た
。
従
事
す
る
医
師
も
、
医
業

に
専
念
す
れ
ば
生
活
は
で
き

た
。
6
年
間
の
学
問
が
矜
持
と

な
り
、
地
方
政
治
や
社
会
問

題
、
住
民
の
健
康
福
祉
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
医
師
も
い
る

▼
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
文
化

や
伝
統
の
違
い
を
忘
れ
、
何
で

も
米
国
流
を
マ
ネ
た
結
果
、
日

本
社
会
は
か
な
り
歪
ん
で
き

た
。
今
ま
た
ア
メ
リ
カ
に
尻
を

叩
か
れ
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
第
三

の
矢
で「
岩
盤
規
制
」を
悉
く
打

ち
抜
き
、
企
業
が
最
も
活
動
し

や
す
い
社
会
を
作
る
と
い
う
。

企
業
は
社
会
貢
献
も
す
る
が
、

新
規
事
業
に
進
出
す
る
際
は
収

益
が
出
る
か
否
か
を
重
視
す

る
。
職
業
倫
理
よ
り
金
儲
け
が

優
先
と
な
る
。
医
療
は
金
儲
け

と
疎
遠
な
は
ず
だ
が
、
医
療
で

稼
ご
う
と
す
る
政
策
が
進
ん
で

い
る
▼
企
業
や
マ
ス
コ
ミ
の
太

鼓
持
ち
医
者
や
、
似
非
医
療
へ

の
仲
介
を
業
と
す
る
医
者
が
跋

扈
す
る
社
会
が
来
る
の
だ
ろ
う

か
？
今
ま
で
の
様
に
地
域
医
療

に
携
わ
っ
て
、赤
ひ
げ
と
し
て
の

生
涯
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
？　
総
選
挙
の
結
果

は
出
て
い
る
は
ず
だ
が
。（
恭
仁
）

医
療
倫
理
に
新
た
な

価
値
基
準
を
提
起

　
2
0
1
3
年
「
再
生
医
療
を

国
民
が
迅
速
か
つ
安
全
に
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
施

策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る

法
律
」（
再
生
医
療
推
進
法
）、

「
再
生
医
療
等
の
安
全
性
の
確

保
等
に
関
す
る
法
律
」（
再
生

医
療
安
全
性
確
保
法
）
が
成
立

し
た
。
薬
事
法
も
「
医
薬
品
、

医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性

及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す

る
法
律
」（
医
薬
品
医
療
機
器

法
）
に
改
正
さ
れ
、
い
よ
い
よ

再
生
医
療
を
推
進
す
る
た
め
の

法
整
備
が
整
え
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
ら
法
の
中
に

「
生
命
倫
理
」
と
い
う
単
語
は

出
て
き
て
も
、
再
生
医
療
研
究

に
お
け
る
「
生
命
倫
理
」
と
は

何
か
と
い
う
定
義
は
出
て
こ
な

い
。
八
代
氏
は
、
国
が
「
倫

理
」
に
対
す
る
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
指
摘
し
、
ｉ
Ｐ
Ｓ

を
含
む
多
能
性
幹
細
胞
を
用
い

た
研
究
は
、
既
存
の
医
療
倫
理

の
議
論
に
加
え
て
、
新
し
い

「
価
値
」
の
問
題
を
惹
起
し
て

お
り
、
こ
こ
を
し
っ
か
り
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
問
題
提
起
し
た
。
ま
た
、
再

生
医
療
研
究
が
「
国
策
」
と
し

て
進
め
ら
れ
、
大
き
な
国
費
が

投
入
さ
れ
て
い
る
中
で
、「
過

剰
な
期
待
」
に
対
し
て
科
学
的

に
正
し
い
情
報
発

信
が
で
き
て
い
る

か
、
公
正
な
研
究

を
行
っ
て
い
る
か

と
い
っ
た
点
で
も

留
意
が
必
要
で
あ

る
と
し
た
。

　
ま
た
、
京
都
で

Ｒ
Ｎ
Ｌ
バ
イ
オ
社

よ
る
臨
床
研
究
の
8
原
則
（
①

共
同
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
②

社
会
的
・
科
学
的
価
値
③
科
学

的
妥
当
性
④
適
正
な
被
験
者
選

択
⑤
適
切
な
リ
ス
ク
・
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
の
バ
ラ
ン
ス
⑥
独
立

し
た
審
査
⑦
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
⑧
候
補
者
・

被
験
者
の
尊
重
）
が
参
考
に
な

る
と
紹
介
し
た
。

市
民
の
議
論
関
与
が

重
要

　
「
ヒ
ト
の
種
の
完
全
性
へ
の

侵
害
（
ヒ
ト
・
動
物
キ
メ
ラ
）」

「
ヒ
ト
の
い
の
ち
の
は
じ
ま
り

（
生
殖
細
胞
作
出
）」
に
つ
い
て

は
、
日
本
で
は
誤
解
に
基
づ
く

法
規
制
と
い
っ
た
側
面
が
あ
る

こ
と
を
多
能
性
幹
細
胞
の
基
本

性
質
に
立
ち
返
っ
て
説
明
し
、

市
民
と
研
究
者
の
間
で
意
見
が

分
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ

の
背
景
に
は
理
解
の
差
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。

　
そ
し
て
、
生
命
科
学
の
進
展

が
、
既
存
の
医
療
倫
理
の
議
論

に
加
え
て
新
し
い「
価
値
」の
問

題
を
惹
起
し
て
い
る
こ
と
は
重

要
で
あ
り
、
今
進
ん
で
い
る
研

究
・
臨
床
へ
の
応
用
は
、
社
会

の
構
造
、
医
療
費
の
負
担
な
ど

を
含
め
た
社
会
の
あ
り
方
を
変

え
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を

一
般
市
民
に
伝
え
、
と
も
に
考

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
強
調
。「
知
識
」は
と
も
に
考

え
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
も
の

で
あ
り
、
科
学
や
技
術
に
対
す

る
理
解
増
進
を
求
め
る
Ｐ
Ｕ
Ｓ

（Public U
nderstanding 

of Science

）を
踏
ま
え
て
、

市
民
と
し
て
の
関
与
を
求
め
る

Ｐ
Ｅ
Ｓ（Public Engagement 

in Science

）ア
プ
ロ
ー
チ
を

重
視
す
る
こ
と
が
必
要
な
時
代

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
科
学

の
現
実
に
つ
い
て
伝
え
て
「
つ

な
げ
る
」
こ
と
が
不
可
欠
で
、

「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
後
の
時
代
」
の

価
値
基
準
作
り
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
結
ん
だ
。

（
韓
国
）
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が

「
幹
細
胞
治
療
」
を
行
い
、
肺

塞
栓
に
よ
る
死
亡
例
が
出
た
こ

と
を
あ
げ
、
研
究
だ
け
で
な
く

再
生
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
現

実
の
問
題
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
も
強
調
し
た
。

多
能
性
幹
細
胞
の

課
題
に
も
言
及

　
ま
た
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
研
究

に
も
触
れ
、
科
学
者
も
マ
ス
コ

ミ
も
「
自
分
た
ち
の
都
合
の
い

い
こ
と
に
だ
け
口
を
開
き
、
肝

心
な
と
き
に
は
口
を
噤
む
」
現

状
を
指
摘
。
東
日
本
大
震
災
を

例
に
「
社
会
の
人
々
が
も
っ
と

も
情
報
を
欲
し
た
初
動
時
に
、

情
報
発
信
の
担
い
手
と
み
ら
れ

て
い
た
人
た
ち
が
機
能
不
全
を

起
こ
し
て
い
た
」
こ
と
を
反
省

す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。

　
そ
し
て
、
臨
床
に
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
を
用
い
る
際
の
技
術
的
問
題

点
を
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
樹
立
時
の

初
期
化
誘
導
に
伴
う
安
全
性
問

題
と
、
品
質
上
の
問
題
に
分
け

て
解
説
し
た
。

　
多
能
性
幹
細
胞
の
倫
理
的
・

社
会
的
・
法
的
課
題
（
Ｅ
Ｌ
Ｓ

Ｉ
）
と
し
て
は
、
安
全
性
に
加

え
て
、「
用
途
の
多
様
性
と
同

意
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
バ
ン
ク
・
ス

ト
ッ
ク
）」「
ヒ
ト
の
種
の
完
全

性
へ
の
侵
害
（
ヒ
ト
・
動
物
キ

メ
ラ
）」「
ヒ
ト
の
い
の
ち
の
は

じ
ま
り
（
生
殖
細
胞
作
出
）」

と
い
う
問
題
が
あ
る
と
指
摘
。

「
用
途
の
多
様
性
と
同
意
（
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
バ
ン
ク
・
ス
ト
ッ

ク
）」
に
つ
い
て
は
、
米
国
国

立
衛
生
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）
に

　
協
会
は
、
第
3
講
目
と
な
る
医
の
倫
理
ゼ
ミ
「
未
来
・
経

済
と
医
学
」
を
、
11
月
23
日
に
開
催
。
20
人
の
受
講
登
録
者

を
含
む
35
人
が
参
加
し
た
。
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所

上
廣
倫
理
研
究
部
門
准
教
授
の
八
代
嘉
美
氏
が
講
師
の
「
ｉ

Ｐ
Ｓ
と
医
の
倫
理
」
と
題
し
た
講
義
で
は
、「『
科
学
』
を

『
医
療
』
と
し
て
実
装
す
る
た
め
に
は
、
何
が
必
要
な
の
か
」

が
主
題
と
な
っ
た
。
以
下
、
講
演
概
要
を
紹
介
す
る
。

「
科
学
」
の
現
状
を
解
説
す
る
八
代
氏

日　時 2015年4月12日 （日）午前９時30分～午後４時30分
場　所 知恩院和順会館（ギャラリーにてパネル展示も開催）
参加費 1000円　定員240人（申込先着順）
［午前］ ①戦時下医学犯罪に関わる映像番組等の上映
　　　  ②特別講演「７３１部隊の戦後と医の倫理」
　　　　　青木冨貴子氏（ジャーナリスト、ノンフィクション作家）
　　　  ③対談　司会：香山リカ氏
　　　　　青木富貴子氏 × 戦時下医学犯罪関連番組の制作関係者
［午後］ シンポジウム　歴史を踏まえた日本の医の倫理の課題
　　　　 パネリスト・土屋貴志氏（大阪市立大学准教授）／川田龍平氏

（参議院議員）／石田勇治氏（東京大学大学院総合文化研究科教
授）／平岡諦氏（健保連大阪中央病院顧問）

日本医学会総会2015関西　並行企画

歴史を踏まえた日本の医の倫理の課題

「
科
学
」を「
医
療
」に 

必
要
な
も
の
は

「
ｉ
Ｐ
Ｓ
と
医
の
倫
理
」テ
ー
マ
に
第
３
回
ゼ
ミ

会員署名・患者署名と
も用紙はHPからダウン
ロードできます。協会
にお申し出いただいて
も結構です。

混合診療反対
署名にご協力を
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主な内容

地
区
医
師
会
と
の
懇
談（
下
東
） 

（
2
面
）

「
川
下
」改
革
と
総
選
挙
で
ア
ン
ケ
ー
ト 

（
3
面
）

医
療
事
故
調
で
議
論
始
ま
る 

（
4
面
）



　
協
会
は
11
月
12
日
、
下
京
東

部
医
師
会
と
の
懇
談
会
を
開
催

し
た
。
地
区
か
ら
17
人
、
協
会

か
ら
6
人
が
出
席
し
た
。
懇
談

会
は
下
京
東
部
医
師
会
の
木
谷

輝
夫
副
会
長
の
司
会
で
進
行

し
、
佐
々
木
敏
之
会
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
協
会
は
各
部
会
の

話
題
提
供
を
行
っ
た
。
ま
た
、

「
医
療
・
介
護
提
供
体
制
と
医

療
保
険
制
度
の
一
体
改
革
」

「
新
専
門
医
制
度
と
総
合
診
療

専
門
医
制
」
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
活
発
な
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
現
在
進
行

中
の
医
療
・
介
護
の
一
体
改
革

に
つ
い
て
「
川
下
で
の
訪
問
看

護
や
介
護
関
連
施
設
等
の
充
実

が
必
要
で
は
」
と
の
意
見
が
出

さ
れ
、
協
会
は
「
均
衡
を
欠
い

た
改
革
で
は
、
医
療
・
介
護
難

民
が
今
以
上
に
増
加
す
る
。
特

に
川
下
の
質
を
落
と
さ
ず
、
充

実
を
は
か
る
よ
う
強
く
訴
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
」と
し
た
。

　
ま
た
地
域
包
括
ケ
ア
に
つ
い

て
は
「
地
区
内
で
の
各
職
域
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
だ

が
、
先
進
的
な
事
例
を
聞
い
て

も
実
行
は
困
難
視
さ
れ
て
い

る
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た

が
、
協
会
は
「
各
自
治
体
で
も

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
な
く
、
地

区
医
師
会
ご
と
に
行
政
と
折
衝

し
て
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ

る
。
こ
れ
か
ら
は
若
い
世
代
の

医
師
の
確
保
が
必
要
に
な
る
。

地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
真
剣

に
問
題
提
起
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　
さ
ら
に
、
新
専
門
医
制
度
と

総
合
診
療
専
門
医
に
つ
い
て
地

区
か
ら
「
総
合
診
療
専
門
医
へ

の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、

基
本
領
域
の
専
門
医
制
度
を

し
っ
か
り
し
て
お
か
な
い
と
、

総
合
診
療
専
門
医
が
育
っ
て
も

て
甘
い
も
の
で
は
な

い
。
わ
れ
わ
れ
開
業
医

が
培
っ
た
良
さ
を
、
ど

の
よ
う
に
後
世
に
伝
え

る
の
か
、
議
論
を
要
す

る
。
ま
た
、
マ
ン
パ

ワ
ー
不
足
を
若
い
人
材

で
補
い
、
医
療
コ
ス
ト

を
抑
え
る
と
同
時
に
国

が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
人
を
落
下
傘
で
落
と

出
席
者
23
人
で
開
催
さ

れ
た
下
京
東
部
医
師
会

と
の
懇
談

問
題
が
多
く
、
現
今
の
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
と
う
て

い
実
現
は
無
理
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。
協
会
は
「
総
合

診
療
専
門
医
の
モ
デ
ル
は
、
か

つ
て
自
治
医
大
が
目
指
し
た
地

域
医
療
の
専
門
医
で
は
な
い

か
。
総
合
診
療
専
門
医
が
、
即

地
域
の
医
療
を
担
え
る
か
は
疑

問
で
、
開
業
医
医
療
は
け
っ
し

し
て
い
く
と
い
う
施
策
に
は
、

注
視
が
必
要
だ
」
と
説
明
し

た
。 

　
そ
の
他
、
消
費
税
増
税
問
題

で
は
「
団
塊
の
世
代
が
75
歳
に

な
る
頃
に
は
国
の
財
源
は
パ
ン

ク
す
る
。
従
っ
て
税
率
10
％
は

断
腸
の
思
い
で
決
断
す
べ
き
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
協

会
は
「
現
時
点
で
10
％
に
上
げ

　
協
会
は
10
月
か
ら
11
月
に
か

け
て
、
京
都
市
内
・
北
部
・
南

る
こ
と
に
は
反
対
で
あ
る
」
と

し
、「
今
後
と
も
、医
療
は
『
ゼ

ロ
税
率
』
を
掲
げ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
出
席
者
か
ら
は
、
地
域
の
要

請
に
応
え
て
介
護
要
員
に
行
う

医
療
分
野
で
の
研
修
に
関
し

て
、
行
政
と
積
極
的
に
話
し

合
っ
て
い
る
取
り
組
み
の
現
状

が
報
告
さ
れ
る
な
ど
、
協
会
の

今
後
の
活
動
に
活
か
す
こ
と
の

で
き
る
意
義
の
あ
る
懇
談
会
と

な
っ
た
。

尿
障
害
と
蓄
尿
障
害
に
分
け
ら

れ
、
両
方
を
併
せ
持
つ
混
合
性

障
害
も
あ
る
。
排
尿
障
害
の
主

な
症
状
は
、
尿
勢
低
下
、
尿
線

分
割
・
尿
線
散
乱
、
尿
線
途

絶
、
排
尿
途
絶
、
排
尿
遅
延
、

腹
圧
排
尿
、
終
末
滴
下
で
、
男

性
で
は
前
立
腺
肥
大
が
原
因
と

な
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
、
蓄

尿
障
害
の
主
な
症
状
は
昼
間
頻

尿
、
夜
間
頻
尿
、
尿
意
切
迫

感
、
尿
失
禁
で
、
過
活
動
膀
胱

が
原
因
と
な
る
場
合
が
多
い
と

し
た
。

　
前
立
腺
肥
大
に
対
し
て
は
、

交
感
神
経
遮
断
薬
を
用
い
る
こ

と
が
多
く
、
前
立
腺
内
平
滑
筋

を
弛
緩
さ
せ
尿
道
に
か
か
る
圧

を
下
げ
、
尿
を
出
や
す
く
さ
せ

る
。
過
活
動
膀
胱
に
対
し
て

は
、
抗
コ
リ
ン
薬
を
用
い
副
交

感
神
経
の
伝
達
を
遮
断
、
膀
胱

の
蓄
尿
容
量
を
増
加
さ
せ
症
状

を
改
善
さ
せ
る
、
と
説
明
し

た
。
投
薬
に
よ
る
改
善
が
期
待

で
き
な
い
場
合
に
は
、
ど
ち
ら

も
内
視
鏡
に
よ
る
手
術
が
行
わ

れ
る
場
合
も
あ
る
と
し
た
。

　
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
れ
ら

排
尿
の
問
題
に
疾
患
が
隠
れ
て

い
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ

と
。単
な
る
頻
尿
で
は
な
く
、実

は
不
眠
、高
血
圧
症
、糖
尿
病
、

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
な
ど
が

原
因
で
あ
る
場
合
が
あ
る
と
し

た
。
ま
た
、
特
に
女
性
は
排
尿

に
関
す
る
相
談
が
恥
ず
か
し
い

こ
と
と
思
い
が
ち
で
、
さ
ら
に

泌
尿
器
科
受
診
は
敷
居
が
高
い

と
感
じ
る
人
が
多
い
の
で
は
な

い
か
と
述
べ
た
。
一
般
に
8
回

以
上
で
昼
間
頻
尿
、
1
回
以
上

で
夜
間
頻
尿
と
言
わ
れ
る
。
気

に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合
に

は
、
気
軽
に
専
門
医
に
相
談
し

て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。

府内で合計 6回開催した説明会

　
京
都
高
齢
者
大
学
健
康
講
座

第
8
講
は
12
月
4
日
、
協
会
理

事
の
砺
波
博
一
氏
が
「
快
適
排

尿
生
活
」
と
題
し
て
講
義
を

行
っ
た
。

　
砺
波
氏
は
ま
ず
、
排
尿
の
問

　
次
回
は
、
2
月
5
日
「
高
齢

に
な
る
と
生
じ
や
す
い
皮
膚
の

ト
ラ
ブ
ル
」
で
山
田
一
雄
氏
が

講
師
を
務
め
る
。
本
講
座
の

み
、
会
場
が
河
原
町
会
場
へ
と

変
更
に
な
る
の
で
、
ご
留
意
い

た
だ
き
た
い
。
問
い
合
わ
せ
は

協
会
事
務
局
ま
で
。

部
で
計
6
回
、
在
宅

医
療
点
数
の
説
明
会

を
開
催
し
、
計
2
7

7
人
が
参
加
し
た
。

10
月
に
2
0
1
4
年

改
定
版
を
発
行
し
た

『
在
宅
医
療
点
数
の

手
引
』
を
テ
キ
ス
ト

に
、
理
事
・
事
務
局

が
講
師
を
務
め
、
往

診
料
・
訪
問
診
療
料

等
の
在
宅
患
者
診

療
・
指
導
料
、
自
己

注
射
や
寝
た
き
り
患

者
処
置
等
の
在
宅
療

養
指
導
管
理
料
、
要

介
護
者
の
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
給
付
調
整
、
施
設
入
居

（
所
）
者
の
医
療
に
つ
い
て
、

算
定
要
件
や
必
要
な
レ
セ
プ
ト

記
載
を
解
説
し
た
。
京
都
市
内

で
は
初
級
（
算
定
要
件
等
）・

中
級
（
レ
セ
プ
ト
事
例
等
）
に

分
け
て
実
施
し
た
。

　
在
宅
医
療
点
数
は
、
項
目
も

増
え
、
算
定
要
件
も
複
雑
化

し
、
点
数
表
を
一
見
し
た
だ
け

で
は
、
に
わ
か
に
理
解
し
難
く

な
っ
て
い
る
現
実
が
あ
る
。
京

都
市
内
で
は
、
初
級
・
中
級
あ

わ
せ
て
5
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
実
施
し
た
が
、
ま
だ
時
間
が

足
り
な
い
く
ら
い
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
よ
り
初
歩
的
な
内
容

を
希
望
す
る
声
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、2
0
1
5
年
2
月
よ
り
、

在
宅
医
療
点
数
の
基
礎
講
座
を

開
始
す
る
（
右
記
参
照
）。

題
を
抱
え
る
高
齢
者

が
多
い
こ
と
を
指

摘
。
老
後
は
楽
し
く

快
適
に
過
ご
し
た
い

も
の
だ
が
、
60
歳
以

上
の
実
に
80
％
以
上

の
人
が
何
ら
か
の
排

尿
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と

を
示
し
た
。
そ
の
中
で
特
に
多

い
の
が
昼
間
・
夜
間
の
頻
尿
で

あ
り
、
3
人
に
1
人
の
割
合
と

し
た
。
夜
間
の
頻
尿
は
、
転

倒
・
骨
折
に
つ
な
が
る
恐
れ
も

あ
り
、
尿
が
近
い
と
い
う
だ
け

で
は
す
ま
さ
れ
な
い
と
指
摘
。

尿
失
禁
の
悩
み
も
多
く
、
こ
ち

ら
は
体
の
構
造
上
の
理
由
か
ら

特
に
女
性
に
多
い
と
し
た
。

　
続
い
て
尿
に
つ
い
て
解
説
。

尿
は
体
の
水
分
を
調
節
し
、
余

分
な
物
質
を
排
泄
す
る
た
め
の

も
の
。
血
液
が
腎
臓
で
、
濾
過

と
再
吸
収
を
繰
り
返
し
1
分
間

に
1
㎖
程
度
、
1
日
に
約
1
・

5
ℓ
の
尿
を
作
る
と
説
明
し

た
。 

　
次
に
蓄
尿
と
排
尿
が
、
脳
、

脊
髄
、
交
感
神
経
、
副
交
感
神

経
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
と

い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
説
。
例

え
ば
認
知
症
に
な
り
、
大
脳
で

の
社
会
的
判
断
に
よ
る
排
尿
を

抑
え
る
機
能
に
支
障
が
生
じ
る

と
、
不
適
切
な
場
所
で
排
尿
を

し
て
し
ま
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
発
生
し
て
し
ま
う
と

解
説
し
た
。

　
排
尿
に
関
す
る
問
題
は
、
排

均
衡
欠
く
提
供
体
制
改
革
を
危
惧

下
京
東
部
医
師
会
と
懇
談

11
月
12
日
　
ホ
テ
ル
日
航
プ
リ
ン
セ
ス
京
都

砺波理事が講義
「快適排尿生活」
健康講座京都2014

高齢者大学

老後を楽しく快適にと
講義する砺波氏

亀岡市・
船井医師会

2015年
１月10日（土） 午後２時30分～
ガレリアかめおか

宇治久世
　　医師会

１月14日（水） 午後２時30分～
うじ安心館３Ｆホール

左京医師会 １月17日（土） 午後２時30分～
ウェスティン都ホテル京都

西京医師会 １月21日（水） 午後２時～
ホテル京都エミナース

綴喜医師会 １月31日（土） 午後２時30分～
新田辺駅前CIKビル３Ｆ

地区医師会との懇談会2014年度

会員の皆さま 奮ってご参加下さい

複雑化する在宅点数で説明会
希望者の声受け基礎講座も開始

好評の保険講習会に 新しいシリーズ がはじまります !

日　時 2015年２月25日 （水）
　 C－1　医療安全対策の基礎知識
 午後２時～３時 　　　　　
　 C－2　 在宅医療点数の基礎知識

― 在宅医療を始める前に ― 午後３時～４時
 （Ｃ‒１、Ｃ‒２どちらか１つのみの参加も可）

場　所 京都府保険医協会・ルームＡ
申　込 要事前申込
 （☎075 - 212 - 8877にてお申込み下さい）

　京都府保険医協会では、主
に新規開業前後の医師、医療
機関従業員の方を対象にした
講習会を開催しています（保
険講習会ＡおよびＢも開催
中。詳細はグリーンペーパー
参照）。保険診療、在宅医療を
行っていく上で基本となる内
容ばかりです。他にはない、
オリジナルの資料も用意し、
少人数でわかりやすく解説し
ます。３カ月に１回のペース
で開催予定です。ぜひご参加
下さい。

保険講習会Ｃ 第１回 3 カ月に 1 回開催予定

午後２時～３時 　　　　　

参加費
無料

2 0 1 4 年 (平成 2 6 年) 1 2 月 2 0 日第 2 9 1 4 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月 5日･20日･25日発行



　
医
療
・
介
護
総
合
確
保
法
の

成
立
に
伴
う
病
床
機
能
分
化
＝

「
川
上
」
改
革
に
つ
い
て
の
総

会
ア
ン
ケ
ー
ト
（
母
数
98
）
で

は
、「
反
対
47
％
、
ど
ち
ら
と

も
い
え
な
い
27
％
、
賛
成
12

％
、
分
か
ら
な
い
12
％
、
そ
の

他
2
％
」
と
い
う
結
果
で
あ
っ

た
。
今
回
は
、
退
院
患
者
の
受

入
れ
体
制
整
備
＝
「
川
下
」
改

革
に
つ
い
て
き
い
た
。

　
結
果
は
、
ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い
36
％
、
反
対
33
％
、
賛
成

8
％
、
分
か
ら
な
い
15
％
、
そ

の
他
8
％
で
あ
っ
た
。「
川
上
」

と
比
べ
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い
」
の
割
合
が
9
ポ
イ
ン
ト

増
え
、「
反
対
」
が
14
ポ
イ
ン

ト
減
、「
賛
成
」
も
4
ポ
イ
ン

ト
減
と
な
っ
て
い
る
。
コ
メ
ン

ト
か
ら
は
、
川
上
改
革
で
川
下

に
患
者
の
急
流
が
押
し
寄
せ
る

こ
と
に
な
る
が
、
対
応
せ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
何
ら
か
の
対
応

は
必
要
と
の
認
識
が
強
い
こ
と

が
窺
え
る
。

　
以
下
、「
川
下
」
改
革
の
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
、
主
な
意

見
を
抜
粋
す
る
。

《
賛
成
》

　
▽
悲
観
論
、
楽
観
論
、
い
ず

れ
も
あ
る
と
思
う
が
、
何
と
か

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
に

あ
る
の
は
確
か
な
の
で
、
改
革

は
進
め
る
べ
き
と
思
う
。
サ
ー

ビ
ス
に
辿
り
つ
か
せ
る
新
た
な

事
業
の
創
設
、
雇
用
の
創
出

等
、
民
間
の
力
に
は
期
待
し
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
。
開
業

医
の
未
来
に
暗
い
翳
り
が
見
え

な
く
も
な
い
が
、
で
は
今
の
ま

ま
で
未
来
は
あ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。

《
反
対
》

　
▽
社
会
保
障
抑
制
の
下
、
安

上
が
り
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
で
、
医
療
難
民
、
介
護
難

民
の
増
加
は
必
至
。
医
療
・
介

護
従
事
者
に
と
り
、
困
難
さ
を

増
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
▽
非
営
利
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

カ
ン
パ
ニ
ー
型
医
療
法
人
を
中

心
と
し
た
地
域
で
の
医
療
再
編

が
行
わ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
法
人
立
で
な
い
医
療
機
関

は
閉
院
か
法
人
化
の
ど
ち
ら
か

を
選
択
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
状

況
と
な
り
、
か
つ
、
各
医
療
機

関
の
自
由
な
医
療
（
経
営
）
が

不
可
能
と
な
り
、
そ
の
つ
け
は

患
者
さ
ん
に
向
け
ら
れ
て
し
ま

う
。

《
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
》

　
▽
本
来
行
う
べ
き
開
業
医
の

仕
事
を
制
度
上
明
示
し
て
お

り
、
あ
る
程
度
評
価
は
で
き

る
。
ま
た
厳
し
い
財
政
を
考

え
、
若
年
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
う
え
で
、
一
定
所
得
者
の
介

護
利
用
料
を
1
割
か
ら
2
割
へ

増
額
す
る
の
も
や
む
を
得
な
い

と
考
え
る
。
全
て
の
物
事
を
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え
ず
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
？
　
た
だ
現
状
で
は
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
絵
に
描
い

た
餅
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
今
回
の
解
散
総
選
挙
を
受
け

て
、
会
員
が
ど
う
と
ら
え
て
い

る
か
を
知
る
た
め
代
議
員
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。「
評
価
す
る
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
評
価
す

る
」「
評
価
し
な
い
」「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
評
価
し
な
い
」

「
わ
か
ら
な
い
」
の
5
択
で
き

い
て
お
り
、
結
果
は
下
記
の
通

り
。

　
な
お
、
こ
の
結
果
は
、
投
票

日
前
に
京
都
選
挙
区
で
の
立
候

補
者
に
協
会
の
要
望
（
前
号
既

報
）
と
と
も
に
送
付
し
た
。

解
散
評
価
し
な
い
8
割

　
今
回
の
安
倍
首
相
に
よ
る
衆

議
院
解
散
を
ど
う
考
え
る
か
に

つ
い
て
は
、「
評
価
し
な
い
」

が
55
％
と
最
も
多
く
、「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
評
価
し
な
い
」

も
合
せ
る
と
80
％
が
評
価
し
な

い
意
見
だ
っ
た
。
評
価
側
は
20

％
に
止
ま
っ
た
。（
図
1
）

評
価
割
れ
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
対
し
て

は
、
評
価
す
る
側
が
38
％
、
評

価
し
な
い
側
が
58
％
で
あ
っ

た
。
た
だ
、
評
価
す
る
側
は

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
評
価
」

が
33
％
で
多
数
で
あ
り
、
評
価

し
な
い
側
は
「
評
価
し
な
い
」

が
43
％
で
多
数
と
な
っ
て
お
り

濃
淡
に
差
が
つ
い
た
。

　
自
由
意
見
で
は
「
評
価
す
る

に
は
ま
だ
早
い
気
が
す
る
」
が

あ
る
一
方
、「
効
果
が
あ
が
っ
て

い
る
と
は
思
え
な
い
」「
国
家
破

産
＝
戦
争
へ
の
道
を
準
備
す
る

虚
妄
の
経
済
政
策
で
す
」
な
ど

厳
し
い
も
の
も
あ
っ
た
。（
図
2
）

評
価
低
い
医
療
政
策

　
安
倍
政
権
の
医
療
政
策
に
つ

い
て
、
①
患
者
申
出
療
養
な
ど

混
合
診
療
の
拡
大
②
医
療
の
成

長
戦
略
へ
の
組
み
込
み
と
国
家

戦
略
特
区
③
医
療
費
総
額
管
理

制
度
な
ど
に
よ
る
都
道
府
県
単

位
で
の
医
療
費
抑
制
策
―
の
三

つ
の
評
価
を
き
い
た
と
こ
ろ
、

い
ず
れ
も
「
評
価
し
な
い
」
が

6
割
を
超
え
、「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
評
価
し
な
い
」
も
合
わ

せ
る
と
、
①
と
③
で
8
割
を
超

え
、
②
も
75
％
が
評
価
し
な
い

側
で
あ
っ
た
。（
図
3
）

　
自
由
意
見
で
は
、
①
に
つ
い

て
「
国
民
皆
保
険
制
度
、
健
保

制
度
の
解
体
、
貧
し
い
人
々
、

大
多
数
の
国
民
か
ら
医
療
を
奪

い
去
る
政
策
の
は
じ
ま
り
」

「
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
々
が
作

り
上
げ
た
制
度
を
壊
す
愚
策
」、

②
で
は
「
市
場
原
理
導
入
で
ま

す
ま
す
命
が
軽
ん
じ
ら
れ
て
い

る
」、
③
で
は
「
医
療
の
多
様

性
を
奪
い
去
り
、
国
家
的
統
制

を
強
化
す
る
も
の
」「
医
療
費

の
抑
制
は
絶
対
認
め
な
い
」
と

い
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。

TEL 075-212-8877　FAX 075-212-0707

法律・税務・雇用管理・建築・資産運用・
廃棄物処理の各専門家をご紹介！

法律・税務・雇用管理・建築・資産運用・

協会の各種相談体制あらゆるご相談に応じます。

▼ お問い合わせは協会事務局まで ▼

※ 複数人態勢の中からご希望の方をお選びいただけます。
※ 随時、必要な時に相談できます。
　先生のご都合の良い日で日程調整します。
※ 相談は無料（ただし、１事案１回限り）。１事案につき１回の無料相談
を超えてのご相談は、個別相談に移行し有料になります。

利用の条件は、京都府保険医協会会員
であることのみで、他の費用負担は
一切ありません。

２カ月に１回、
「共同購入案内
カタログ」 を
お届けします。

◀
カ
タ
ロ
グ
見
本

ご利用方法等の
詳しいお問い合わせは、
☎075‒212‒8877
（協会事務局） まで。

会員限定

「共同購入案内「共同購入案内

お届けします。お届けします。
◀
カ
タ
ロ
グ
見
本

利用の条件は、京都府保険医協会会員

医薬品・医療材料の共同購入！

内科系医療技術の評価と内保連の立場

講　師  内科系学会社会保険連合代表
 （公益財団法人結核予防会理事長／
 日本医科大学名誉教授）

 工藤 翔二氏

日　時 2015年１月24日（土）午後2時30分～4時30分※

場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
主　催 京都府保険医協会
　　参加は無料、事前申込は不要です。
　　日医生涯教育講座対象の研究会です。
※時間が変更されています。ご注意下さい。

第655回 社会保険研究会

　昭和33（1957）年に始まる診療報酬体系は、発足当初から「もの」
と「技術」の分離が課題とされながら、はたして進歩しているのだ
ろうか。血液採取料160円（26年改定で200円）は適正な評価だろ
うか。“風引き”と“白血病”の「診断」への評価は同じでいいか、
“説明義務違反”が問われる「説明と同意」の評価はどこにあるの
か。外来「投薬」には処方料・処方せん料はあっても、抗がん剤や
輸液を扱う「注射」の処方技術はどう評価されているのか。内科系
技術の評価の現状とあり方は、わが国の医学教育や内科系医師の育
成にとっても大きな関わりをもっています。
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象
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人
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回
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（
回
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率
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）

調
査
期
間
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2
0
1
4
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20
日
〜
31
日
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代議員月例
アンケート85

対
象
者
＝
代
議
員
92
人
、
回
答
数
＝
40
（
回
答
率
＝
43
％
）

調
査
期
間
＝
2
0
1
4
年
11
月
28
日
〜
12
月
9
日

解
散
総
選
挙
を
受
け
て

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
一
定
評
価
あ
る
も

医
療
政
策
は
評
価
し
な
い
が
多
数
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図１　衆院解散について
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図２　アベノミクスについて

図３－①　混合診療の拡大について

図３－②　成長戦略と特区について

図３－③　医療費総額管理について

受
皿
整
備
の
必
要
性
を
強
く
認
識
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医
療
事
故
調
査
制
度
は
、
医

療
事
故
の
原
因
究
明
と
再
発
防

止
を
目
的
と
し
て
、
2
0
1
4

年
6
月
に
成
立
し
た
医
療
介
護

総
合
確
保
法
に
お
け
る
改
正
医

療
法
で
枠
組
だ
け
が
規
定
さ
れ

15
年
10
月
か
ら
の
施
行
が
決

ま
っ
て
い
る
。
医
療
機
関
で
予

期
せ
ぬ
死
亡
事
故
が
発
生
し
た

場
合
、
医
療
機
関
は
遺
族
に
説

明
す
る
と
と
も
に
、
医
療
事
故

調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
第
三

者
機
関
）
に
報
告
、
さ
ら
に
院

内
調
査
を
実
施
し
、
結
果
を
遺

族
や
同
セ
ン
タ
ー
に
説
明
せ
ね

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
予
期
せ
ぬ
死
亡
事

故
の
定
義
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
報

告
内
容
な
ど
、
そ
の
具
体
的
な

運
用
や
解
剖
施
設
の
手
配
、
費

用
面
な
ど
、
現
場
か
ら
の
多
く

の
疑
問
に
は
、
今
後
示
さ
れ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
省
令
・
通
知

に
よ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ

ら
は
、
11
月
14
日
に
開
催
さ
れ

た
厚
生
労
働
省
の
「
医
療
事
故

調
査
制
度
の
施
行
に
係
る
検
討

会
」
で
具
体
的
に
検
討
が
始

ま
っ
た
。
医
療
機
関
の
全
て
が

対
象
と
な
る
だ
け
に
、
特
に
医

師
個
人
へ
の
責
任
追
及
が
な
さ

れ
な
い
よ
う
注
目
が
必
要
で
あ

る
。
本
紙
を
通
じ
、
報
道
や
当

日
資
料
に
依
拠
し
て
検
討
会
の

状
況
を
報
告
し
て
い
き
た
い
。

関
連
省
令
・
運
用
通
知

の
議
論
を
開
始

　
検
討
会
で
は
、
15
年
10
月
1

日
施
行
の
医
療
事
故
調
査
制
度

に
関
す
る
省
令
や
大
臣
告
示
等

の
策
定
の
た
め
の
検
討
を
進
め

る
。
今
後
、
月
2
回
程
度
の

ペ
ー
ス
で
開
催
し
、
来
年
2
月

末
ま
で
意
見
集
約
、
3
月
に
省

令
、告
示
、通
知
へ
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
4
月

を
目
途
に
公
布
さ
れ
る
。

　
報
道
に
よ
る
と
、
第
1
回
検

討
会
で
は
、
診
療
行
為
に
関
連

し
た
死
亡
の
調
査
の
手
法
に
関

す
る
研
究
班
の
中
間
報
告
書
の

内
容
や
、
㈶
日
本
医
療
法
人
協

会
が
ま
と
め
た
「
現
場
か
ら
の

医
療
事
故
調
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検

討
委
員
会
最
終
報
告
書
」※

（
10
月
4
日
）
の
概
要
が
説
明

さ
れ
た
。
医
法
協
の
報
告
書

は
、
現
場
に
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
制
度
は
成
功
し
な
い
と
の
趣

旨
か
ら
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
同
日
の
会
合
で
は
、
医
療
事

故
の
報
告
は
医
療
法
上
（
6
条

の
10
）
の
管
理
者
の
義
務
で
あ

り
、
当
該
義
務
に
基
づ
き
報
告

さ
れ
る
と
厚
労
省
は
説
明
し

た
。
対
象
と
な
る
医
療
事
故
の

「
定
義
」
を
巡
っ
て
は
、「
医
療

過
誤
」
や
「
管
理
に
起
因
す
る

消
費
税
・
税
務

調
査 
事
前
通
知
で
交
渉

 
京
都
か
ら
飯
田
理
事
が
参
加

　
保
団
連
経
税
部
は
、
消
費
税

10
％
へ
の
増
税
中
止
と
医
療
へ

の
ゼ
ロ
税
率
（
免
税
）
適
用
を

求
め
て
財
務
省
交
渉
、
ま
た
税

務
行
政
の
改
善
を
求
め
て
国
税

庁
交
渉
を
10
月
23
日
に
実
施
し

た
。

　
当
日
は
飯
田
副
会
長
（
京
都

協
会
理
事
）、
武
村
副
会
長
、

篠
田
経
税
部
員
、
田
中
東
京
協

会
理
事
、
八
木
兵
庫
協
会
理

事
、
事
務
局
ら
7
人
の
合
計
12

人
が
参
加
し
た
。

　
財
務
省
か
ら
は
、
高
澤
主
税

局
総
務
課
課
長
補
佐
、
城
戸
主

税
局
税
制
第
二
課
課
長
補
佐
が

応
対
し
た
。

財
務
省
に
消
費
税

増
税
中
止
訴
え
る

　
保
団
連
は
、
4
月
に
消
費
税

が
8
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
以

降
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
な
く
な

り
、
医
療
機
関
に
行
き
た
く
て

も
行
け
な
い
「
受
診
抑
制
」
が

起
き
て
い
る
。来
年
10
月
か
ら

の
消
費
税
10
％
増
税
は
止
め
て

ほ
し
い
と
訴
え
た
。
ま
た
保
団

連
の
あ
る
役
員
が
、
自
院
で
年

間
6
0
0
0
万
円
の
損
税
と

な
っ
て
い
る
。
患
者
さ
ん
を
治

療
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
損
税
が
増

え
る
の
は
お
か
し
い
と
述
べ
る

と
、
財
務
省
は
、
増
収
分
は
社

会
保
障
に
回
さ
れ
る
。
10
％
増

税
の
際
に
は
低
所
得
者
の
年
金

が
増
額
さ
れ
る
。
損
税
分
は
診

療
報
酬
で
補
填
し
た
は
ず
だ
と

応
じ
、
医
療
に
か
か
る
費
用
を

め
ぐ
っ
て
参
加
者
と
の
現
場
感

覚
の
ズ
レ
を
感
じ
さ
せ
た
。

事
前
通
知
で

国
税
局
と
交
渉

　
国
税
庁
交
渉
は
、
鴫
谷
国
税

庁
長
官
官
房
総
務
課
調
査
室
課

長
補
佐
、
内
山
連
絡
調
整
係
長

が
対
応
し
、
保
団
連
か
ら
の
要

望
書
に
対
し
て
回
答
し
た
。

　
事
前
通
知
に
関
し
て
文
書
で

の
通
知
を
求
め
た
が
、
従
来
通

め
て
い
る
と
回
答
し
た
。

　
一
方
で
反
面
調
査
は
、
法
令

上
、
納
税
者
本
人
に
対
す
る
事

前
通
知
を
先
行
す
る
こ
と
や
納

税
者
本
人
の
了
解
を
得
る
こ
と

が
実
施
要
件
と
は
さ
れ
て
い
な

い
と
し
た
が
、
こ
れ
も
質
問
検

査
権
の
行
使
と
い
う
認
識
を
示

し
た
。
保
団
連
・
協
会
は
、
今

後
も
粘
り
強
く
税
務
行
政
の
改

善
を
求
め
て
い
き
た
い
。

会
員
署
名
に
ご
協
力
を

　
な
お
、
現
在
集
約
し
て
い
る

「
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
中
止

と
医
療
へ
の
『
ゼ
ロ
税
率
（
免

税
）』
適
用
を
求
め
る
」
会
員

署
名
は
１
月
の
通
常
国
会
に
提

出
す
る
た
め
、
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

り
、
電
話
で
実
施
す
る
、
要
望

は
関
係
課
に
伝
え
る
と
い
う
回

答
に
終
始
し
た
。

　
カ
ル
テ
の
提
示
・
提
出
を
求

め
な
い
よ
う
要
請
し
た
が
、
必

要
が
あ
る
場
合
は
業
務
上
の
秘

密
に
関
す
る
帳
簿
書
類
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
提
示
・
提
出
を
求

め
る
場
合
が
あ
り
、
こ
れ
は
法

令
上
認
め
ら
れ
た
質
問
検
査
権

の
範
囲
に
含
ま
れ
る
と
の
回
答

を
繰
り
返
し
た
。
税
務
調
査
時

の
立
会
い
・
録
音
に
つ
い
て
も

守
秘
義
務
に
反
す
る
恐
れ
が
あ

る
と
し
て
か
た
く
な
に
断
っ

た
。
最
近
増
え
て
い
る
「
お
た

ず
ね
文
書
」
に
よ
る
調
査
は
行

政
指
導
で
あ
っ
て
質
問
検
査
権

の
行
使
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で

も
納
税
者
の
任
意
の
提
出
を
求

交渉にあたる飯田理事（右から 2人目）

　
※
㈶
日
本
医
療
法
人
協
会
が

「
あ
る
べ
き
医
療
事
故
調
査
制
度

の
姿
」
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て

ま
と
め
た
も
の
。
医
法
協
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（http://ajhc.or.jp/

）

事
故
」
が
対
象
に
な
る
の
か
に

つ
い
て
複
数
の
意
見
が
出
た
。

こ
れ
に
対
し
、
厚
労
省
が
法
規

定
を
引
用
し
「
過
誤
や
管
理
な

ど
の
文
言
は
法
文
に
入
っ
て
い

な
い
。
単
な
る
管
理
は
含
ま
れ

な
い
が
、
医
療
と
管
理
は
重
な

り
、
医
療
の
中
に
あ
る
管
理
は

対
象
に
な
る
」
と
説
明
し
た
上

で
「
何
が
具
体
的
に
含
ま
れ
る

か
は
、
本
検
討
会
で
議
論
い
た

だ
き
た
い
」
と
し
た
。

第
２
回
で
は
事
故
の

定
義
等
で
議
論

　
11
月
26
日
開
催
の
第
２
回
検

討
会
も
、
報
道
で
は
医
療
事
故

調
査
制
度
の
運
用
に
向
け
た
省

令
・
通
知
に
盛
り
込
む
内
容
に

関
す
る
論
点
が
提
示
さ
れ
た
。

議
論
で
は
、
医
療
事
故
の
定

義
、
医
療
事
故
発
生
時
の
医
療

事
故
調
査
セ
ン
タ
ー
へ
の
報
告

内
容
や
報
告
時
期
、
院
内
調
査

の
過
程
で
得
ら
れ
た
内
部
資
料

の
扱
い
な
ど
が
焦
点
と
な
っ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
事
故
発
生
の
セ

ン
タ
ー
へ
の
報
告
内
容
の
一
つ

と
し
て
「
事
故
の
内
容
に
関
す

る
情
報
」
を
明
記
し
て
い
る

が
、
構
成
員
か
ら
「
直
後
で
は

具
体
的
な
情
報
が
少
な
く
、
調

査
後
に
時
間
を
経
過
し
て
分
か

る
こ
と
も
あ
る
」
と
し
て
報
告

不
要
と
す
る
意
見
や
「
分
か
る

範
囲
で
報
告
す
べ
き
」
と
の
意

見
も
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
調
査
結
果
の
セ
ン

タ
ー
へ
の
報
告
に
関
す
る
院
内

調
査
で
の
内
部
資
料
の
扱
い
に

つ
い
て
も
、
厚
労
省
の
論
点
案

で
は
「
外
部
に
公
表
、
開
示
し

な
い
」
と
し
て
い
る
。
構
成
員

か
ら「『
外
部
』に
は
セ
ン
タ
ー

も
含
ま
れ
る
の
か
」
と
の
指
摘

が
あ
り
、
厚
労
省
医
政
局
総
務

課
長
は
「
院
内
調
査
の
段
階
で

は
セ
ン
タ
ー
も
含
め
て
開
示
し

な
い
が
、
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
調

査
の
段
階
で
は
医
療
機
関
に
対

し
て
協
力
を
求
め
る
こ
と
は
で

き
る
」
と
説
明
し
た
と
さ
れ
て

い
る
。
今
後
、
議
論
が
分
か
れ

て
い
る
論
点
に
つ
い
て
、
詳
細

な
検
討
を
進
め
る
方
針
だ
。

現
場
の
意
見
反
映
を

　
医
療
事
故
調
査
制
度
の
創
設

は
、「
原
因
究
明
」
と
「
再
発

防
止
策
」
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
、
調
査

報
告
書
が
裁
判
の
資
料
と
し
て

医
師
個
人
の
責
任
追
及
に
使
わ

れ
る
懸
念
は
い
ま
だ
拭
え
な

い
。
報
告
者
の
非
懲
罰
性
が
確

保
さ
れ
る
の
か
、
私
た
ち
現
場

の
意
見
が
十
分
反
映
さ
れ
る
も

の
に
な
る
の
か
、
協
会
は
引
き

続
き
議
論
を
注
視
し
た
い
。

保団連

　本書は、本紙９月20日号に同封
し、会員各位へ１冊無料でお届け
しています。ぜひ、ご一読下さ
い。また、追加をご希望の場合は
協会事務局までご連絡下さい。

京都協会会員：1,000円（税込）・送料別
 他府県協会会員：2,000円（税込）・送料別
　　　　  （定　価：2,800円（税込）・送料別）

本書の特徴
① 京都府保険医協会・医療安全対策部会の経験豊富な担当
理事（医師）が、数ある中から選んだ紛争事例に基づき
作成
② 会員からの相談によって京都府保険医協会が実際に対応
してきたリアリティーある紛争事例
③ 医療現場において特に注意すべき、あるいは典型的な事
例を厳選
④本屋さんでは手に入らないオリジナル
⑤ 医療法で定められている各医療機関における医療安全研修
にテキストとして利用可能

医事紛争事例集
― 医師が選んだ55事例

保険医協会は

医療機関のリスクをまるごとサポート
　保険医協会は医療機関や会員医師・ご家族・
医療従事者を取り巻くリスクに対応できる各種
制度をご用意しています。リスク対策は万全か
いま一度ご確認下さい。

　医師・医療機関にとって賠償責任への備えは必須
です。保険医協会の保険は会員のみなさまからのニ
ーズにお応えして、多様な補償をご用意しています。

各制度の詳細は本紙2911号でお送りした「事業案内」「医師賠償責任保険リーフレット」を
ご参照下さい。資料のご請求、お問い合わせは京都府保険医協会まで。

いつでも加入・型変更ができます

医療行為・医療施設（建物・設備）や
給食に基づく賠償責任

個人情報取扱者としての賠償責任

針刺し事故等の従業員の労働災害
介護サービスに基づく賠償責任

医師賠償責任保険
個人情報漏えい保険

針刺し事故等補償プラン
針刺し事故感染症見舞金補償プラン介護福祉事業者等賠償責任保険

2 0 1 4 年 (平成 2 6 年) 1 2 月 2 0 日第 2 9 1 4 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月 5日･20日･25日発行

医
療
事
故
調
の
根
幹
と
な
る
議
論
始
ま
る

厚
労
省
の 「
医
療
事
故
調
査
制
度
の
施
行
に
係
る
検
討
会
」 で



　
Ｑ
、
保
険
外
併
用
療
養
費
の

う
ち
、「
特
別
な
療
養
環
境
の

提
供
」（
差
額
ベ
ッ
ド
）
等
の

選
定
療
養
に
つ
い
て
、
患
者
か

ら
費
用
を
徴
収
す
る
場
合
、
院

内
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
消
費
税
は
ど
の
よ
う
に
表

示
す
る
の
か
。

　
Ａ
、
消
費
税
の
表
示
に
つ
い

て
は
、
総
額
表
示
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
2
0
1
7

（
平
成
29
）
年
3
月
31
日
ま
で

の
間
は
、
税
別
表
示
で
も
良
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
（
2
0
1
4

年
4
月
23
日
厚
労
省
事
務
連

絡
）。

　
な
お
、
先
進
医
療
等
の
評
価

療
養
に
つ
い
て
は
消
費
税
非
課

税
な
の
で
、
費
用
の
額
だ
け
掲

示
す
れ
ば
良
い
で
す
。

（
60
歳
代
前
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
自
宅
の
階
段
で
足
を
踏
み
外

し
腰
痛
と
な
り
、
Ａ
医
療
機
関

を
受
診
後
、
約
2
カ
月
後
に
Ｂ

医
療
機
関
を
救
急
受
診
し
た
が

満
床
の
た
め
、
そ
の
日
に
当
該

医
療
機
関
に
紹
介
入
院
と
な
っ

た
。
入
院
時
に
は
胸
部
・
腰
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
っ
て
い
た

が
、
こ
の
時
点
で
医
師
は
肺
癌

を
発
見
し
て
い
な
か
っ
た
。
入

院
後
は
ベ
ッ
ド
周
辺
の
歩
行
は

可
能
で
、
風
邪
気
味
な
の
で
内

科
受
診
と
な
っ
た
が
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
は
患
者
が
拒
否
し
た

の
で
実
施
し
な
か
っ
た
。
約
1

カ
月
後
に
息
苦
し
さ
を
訴
え
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
っ
た
と
こ
ろ

胸
水
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で

改
め
て
入
院
当
日
の
フ
ィ
ル
ム

を
確
認
す
る
と
、
明
ら
か
に
肺

癌
を
疑
う
陰
影
が
認
め
ら
れ
た

の
で
、
患
者
の
妹
に
癌
の
疑
い

が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も

に
Ｂ
医
療
機
関
に
転
院
と
し
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
患

者
は
第
3
腰
椎
圧
迫
骨
折
、
腰

椎
症
性
神
経
根
症
で
整
形
外
科

領
域
の
患
者
で
あ
っ
た
の
で
、

入
院
初
日
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

に
つ
い
て
、
肺
の
部
分
ま
で
注

意
が
い
か
な
か
っ
た
の
は
事
実

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
仮

に
入
院
当
日
に
肺
癌
を
発
見
し

て
い
た
と
し
て
も
、
す
で
に
末

期
で
あ
っ
た
の
で
、
患
者
の
予

後
に
大
き
な
影
響
は
な
い
と
推

測
し
た
。
な
お
、
患
者
は
そ
の

後
に
癌
で
死
亡
し
た
。

　
患
者
側
は
、
入
院
時
に
肺
癌

を
発
見
し
て
い
れ
ば
、
抗
癌
治

療
が
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
骨
折
の
痛
み
が
長

期
に
わ
た
り
継
続
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
も
っ
と
早
く
癌
を
疑

う
べ
き
だ
っ
た
。
更
に
、
仮
に

フ
ィ
ル
ム
の
見
落
と
し
が
患
者

の
予
後
に
影
響
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
よ
り
充
実
し
た
終
末
期

を
迎
え
ら
れ
た
と
し
て
、
治
療

費
の
支
払
い
拒
否
を
す
る
と
共

に
、
額
の
明
示
は
な
か
っ
た
が

賠
償
請
求
を
し
て
き
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

3
年
4
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
入
院
当
日
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

フ
ィ
ル
ム
で
は
、
明
ら
か
に
肺

癌
を
見
落
と
し
て
い
た
。
患
者

が
整
形
外
科
の
患
者
で
あ
る
こ

と
は
見
落
と
し
が
や
む
を
得
な

い
と
す
る
理
由
に
な
ら
な
い
。

ま
た
、
腰
痛
が
圧
迫
骨
折
に
よ

る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の
期
間

が
長
過
ぎ
る
と
思
わ
れ
、
他
の

疾
患
を
疑
う
べ
き
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
医
療
過
誤

は
認
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
医

療
機
関
側
の
主
張
通
り
、
こ
の

時
点
で
患
者
は
末
期
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
予
後
に
つ
い
て

は
、
見
落
と
し
が
ど
れ
ほ
ど
影

響
を
与
え
て
い
る
か
は
、
判
断

が
困
難
で
あ
っ
た
。
時
と
し

て
、
過
誤
が
あ
っ
て
も
患
者
側

へ
の
賠
償
額
が
明
確
に
な
ら
な

い
（
精
神
的
苦
痛
は
別
と
し
て

実
損
が
な
い
）
典
型
的
な
例
で

あ
っ
た
と
言
え
る
。

〈
顛
末
〉

　
医
療
過
誤
は
認
め
ら
れ
た

が
、
損
害
額
が
確
定
で
き
ず
に

い
た
と
こ
ろ
、
患
者
側
か
ら
の

ク
レ
ー
ム
が
途
絶
え
て
久
し
く

な
っ
た
た
め
、
立
ち
消
え
解
決

と
み
な
さ
れ
た
。

　
2
0
1
4
年
7
月
24
日
、
国
連

自
由
権
規
約
委
員
会
は
日
本
政
府

に
対
し
、「
特
定
秘
密
保
護
法
」

へ
の
勧
告
を
出
し
た
。
勧
告
は
同

法
が
秘
密
事
項
の
定
義
が
曖
昧

で
、
報
道
関
係
者
や
人
権
擁
護
活

動
家
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
う

る
重
罪
を
科
し
て
い
る
こ
と
を
懸

念
し
、
国
連
自
由
権

規
約
・
表
現
の
自
由

の
基
準
を
満
た
す
よ

う
、
秘
密
の
定
義
を

狭
め
、
国
家
の
安
全

を
害
し
な
い
公
益
を

　
こ
れ 

一
つ
を
取
り
上
げ
て
も
、

特
定
秘
密
保
護
法
は
基
本
的
人
権

を
侵
害
し
、
違
憲
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
ろ
う
（
違
憲
は
こ
の

法
に
も
と
ず
く
具
体
的
な
人
権
侵

害
が
発
生
し
た
疑
い
が
あ
り
、
そ

れ
に
対
し
て
裁
判
所
が
違
憲
判
決

を
下
し
た
と
き
に
確
定
す
る
）。 

　
特
定
秘
密
保
護
法
は
、
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
容
認
、
武
器
輸
出

解
禁
な
ど
一
連
の
流
れ
の
一
つ
と

し
て
制
定
さ
れ
、主
に
米
国
（
軍
）

と
の
安
全
保
障
（
軍
事
）
上
の
情

報
連
携
に
お
け
る
公
務
員
や
民
間

事
業
者
か
ら
の
情
報
漏
洩
防
止
を

目
的
と
す
る
。

　
例
え
ば
、
市
民
生
活
の
安
全
に

関
わ
る
情
報
―
原
発
事
故
、
被

曝
、
感
染
症
情
報
な
ど
を
安
全
保

障
な
ど
の
理
由
で
秘
匿
し
た
ま
ま

市
民
生
活
を
規
制
す
る
こ
と
な
ど

が
可
能
と
な
り
、
国
民
の
知
る
権

利
の
侵
害
、
さ
ら
に
は
生
存
権
の

侵 

害
に
発
展
し
か
ね
な
い
。
そ

　
し
か
し
、
関
係
省
庁
の
長
が
秘

密
指
定
の
権
限
を
持
ち
、
そ
れ
に

対
し
て
監
視
機
構
は
設
置
さ
れ

ず
、
国
会
に
も
そ
の
指
定
を
解
除

す
る
権
限
が
な
い
な
ど
、
関
係
省

庁
の
秘
密
事
項
の
恣
意
的
な
拡

大
、
政
権
の
恣
意
的
な
運
用
が
可

能
な
法
律
で
あ
る
。

目
指
し
た
情
報
を
流
布
し
た
個
人

が
刑
罰
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
を
勧
告
す
る
と
し
て
い
る
。 

　
こ
れ
は
憲
法
21
条
「
集
会
、
結

社
及
び
言
論
、
出
版
そ
の
他
一
切

の
表
現
の
自
由
は
、
こ
れ
を
保
障

す
る
」
に
事
実
上
違
反
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 違

憲
・
特
定
秘
密
保
護
法 し

て
こ
の
法
律
は
こ
れ
ら
に
と
ど

ま
ら
ず
広
く
憲
法
が
保
障
す
る
人

権
、
自
由
を
制
限
す
る
恐
れ
が
強

く
、
国
民
生
活
全
般
を
監
視
、
規

制
す
る
運
用
が
可
能
に
な
り
得

る
。 

　
ま
た
医
師
に
と
っ
て
、
特
定
秘

密
を
扱
う
公
務
員
な
ど
に
対
し
て

行
わ
れ
る
「
適
性
評

価
」
は
、
そ
の
精
神

疾
患
に
関
す
る
調
査

事
項
と
秘
密
を
扱
う

適
格
性
と
の
間
に
何

ら
因
果
関
係
が
な

く
、
精
神
疾
患
の
患
者
へ
の
差
別

意
識
を
助
長
し
か
ね
な
い
ば
か
り

か
、
患
者
・
医
師
間
の
信
頼
関
係

を
も
大
き
く
損
な
う
も
の
で
あ

る
。
ま
た
医
療
者
側
が
当
局
に
提

供
し
た
情
報
が
、
公
安
目
的
で
利

用
さ
れ
る
懸
念
も
残
る
。

 

（
理
事
　
飯
田 

哲
夫
）

整

形

外

科

患

者

の

肺

癌

の

見

落

と

し

選
定
療
養
の
消
費
税
取
扱
い
に
つ
い
て

　講座の後はイタリア料理に舌鼓を打ちつつ、ワイン
談義に花を咲かせたいと思います。
日　時 2月22日（日）
 ワイン講座：午後５時～６時　食事会：午後６時～８時
場　所 リストランテ 「ストラーダ」（御池通り柳馬場北東角）
講　師 山本　博 氏（京都府保険医協会理事）
参加費 会員 10,000円　会員外 11,000円
共　催 京都府保険医協会　（有） アミス

日　時 2 月15日 （日）午後２時30分～４時（開場：午後２時）
場　所 京都府保険医協会・会議室ルームＡ～Ｃ
演　奏 バイオリン：田村 安祐美
 バイオリン：前　 智子
 ビ　オ　ラ：金本 洋子
 チ　ェ　ロ：城甲 実子
参加費 会員 1,000円、会員外 1,500円（茶菓付）
曲　目 ドビュッシー 「弦楽四重奏曲」より
 エルガー 「愛の挨拶」他
　　　※演奏終了後に、演奏者とのトークがあります。
　　　※ ご家族・従業員の方の参加も歓迎いたします。お誘い合わせの上

どうぞ。

お申し込み・お問い合わせは文化担当まで。

― 京響メンバーによるサロンコンサート ―

― ブルゴーニュ銘醸ワインを唎
き

く ―

近代の巨匠の名曲を聴く

き
第４回 ワイン講座

先着20人
要申込

先着40人
要申込

　京都府保険医協会は第188回定時代議員会を開催します。代議員の方はぜひ
ご出席下さい。代議員が欠席の場合は、予備代議員の出席をお願いします。
　また、京都府保険医協会議事規定第４章第21条により、代議員が議案を提出
される場合は、同規定に定められた手続きでご提出下さい。議案書は代議員会
開催前に各代議員のお手元に届くよう準備中です。
　日　時 2015年 1 月29日 （木）午後２時15分～４時
　場　所 京都税理士会館
 （京都市中京区麩屋町御池上ル上白山町258‒2　☎075‒222‒2311）
　議　題 ① 2014年度上半期活動報告
 ② 2014年度下半期重点活動計画
 ③ 決議採択、等

第188回 定時代議員会

業
務
従
事
者
届
出
票

に
つ
い
て

　
2
0
1
4
年
12
月
31
日
現
在

の
業
務
従
事
者
（
業
務
に
従
事

す
る
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護

師
、
ま
た
は
准
看
護
師
）
届
出

票
の
調
査
が
京
都
府
よ
り
通
知

さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
各
位
に

お
か
れ
て
は
、
2
0
1
5
年
1

月
15
日
（
木
）
ま
で
に
、
京
都

府
健
康
福
祉
部
医
療
課
に
ご
提

出
下
さ
い
。

　
な
お
、
届
出
は
保
健
師
助
産

師
看
護
師
法
で
2
年
に
1
度
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

2 0 1 4 年 (平成 2 6 年) 1 2 月 2 0 日 第 2 9 1 4 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月 5日･20日･25日発行

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
9



内
田
樹た

つ
る

講
演
会

　
講
　
演　
日
本
人
は
い
つ
ま

で
「
戦
後
○
○
年
」
と
言
い
つ

づ
け
る
の
か

　
講
　
師　
内
田
樹
氏
（
神
戸

女
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

　
日
　
時　
1
月
18
日
（
日
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
京
都
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
11
月
21
日
、「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
反
対
す
る
弁
護
士
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
呼
び
か
け
人
の
一

人
で
あ
る
杉
島
幸
生
弁
護
士
を

講
師
に
「
米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由

貿
易
協
定
）
の
中
身
と
現
状
」

に
つ
い
て
拡
大
学
習
会
を
開

催
。
杉
島
氏
は
デ
ー
タ
を
も
と

に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
モ
デ
ル
と
さ
れ

る
米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
現
状
を
明
ら

か
に
し
た
。

　
韓
国
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
1
・
3

兆
ド
ル
と
日
本
の
2
％
程
度
に

す
ぎ
な
い
が
、
輸
出
依
存
度
は

約
60
％
と
日
本
の
20
％
に
比
べ

て
高
く
、
国
際
競
争
力
の
強
化

を
国
家
戦
略
と

し
、
多
く
の
国

と
の
間
で
Ｆ
Ｔ

Ａ
を
締
結
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
韓
米

Ｆ
Ｔ
Ａ
は
24
章

か
ら
な
る
が
、

Ｅ
Ｕ
は
韓
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
、

こ
の
う
ち
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
や
ラ

チ
ェ
ッ
ト
条
項
を
含
む
分
野
な

ど
10
章
分
を
結
ん
で
い
な
い
。

多
国
籍
企
業
に
よ
り
国
内
が
荒

ら
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め

に
ど
の
国
と
も
締
結
し
な
い
と

し
て
お
り
、
そ
う
し
た
姿
勢
は

学
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
と
し
た
。 　

米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
対
米
貿

易
の
拡
大
と
引
き
か
え
に
韓
国

国
民
は
な
に
を
代
償
に
し
た
の

か
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
論
争
で
問
題
と

な
っ
た
4
分
野
（
①
牛
肉
②
自

動
車
③
医
薬
品
④
映
画
）
で

は
、
牛
肉
は
40
％
の
関
税
を
毎

年
2
・
7
％
減
と
し
15
年
で
撤

廃
す
る
こ
と
か
ら
畜
産
離
れ
が

進
行
。
自
動
車
は
輸
出
が
伸
び

て
は
い
る
が
、
国
内
規
制
（
低

酸
素
車
協
力
金
制
度
）
が
米
国

車
の
輸
入
障
壁
に
あ
た
る
と
実

施
が
延
期
さ
れ
て
い
る
。
医
薬

品
は
価
格
決
定
方
式
が
原
則
競

争
的
市
場
導
入
価
格
に
変
更
さ

れ
て
高
薬
価
と
な
り
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
薬
に
つ
い
て
承
認
の
異

議
申
立
権
に
よ
り
つ
く
り
に
く

く
な
っ
て
い
る
。
映
画
は
上
映

日
数
の
40
％
を
韓
国
製
と
す
る

制
度
が
20
％
に
緩
和
。
当
初
聖

域
と
さ
れ
て
い
た
コ
メ
も
、
い

つ
の
ま
に
か
見
直
し
と
さ
れ
不

満
が
高
ま
っ
て
い
る
と
報
告
。

　
ま
た
、
企
業
が
国
家
に
損
害

賠
償
請
求
が
で
き
る
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条

項
に
よ
り
、
す
で
に
訴
訟
が
起

こ
さ
れ
て
い
る
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
影

響
で
、
法
令
23
、
施
行
令
16
、

施
行
規
則
18
、
公
示
・
例
規

9
、
合
計
66
件
の
変
更
（
韓
国

政
府
発
表
）
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
紹
介
。

　
こ
の
現
状
を
受
け
て
、
自
由

貿
易
協
定
は
本
当
に
必
要
な
の

か
、
▽
自
由
貿
易
は
各
国
経
済

を
発
展
さ
せ
る
の
か
▽
国
家
主

権
の
制
約
と
い
う
方
法
は
適
切

な
の
か
▽
他
国
の
主
権
（
民

意
）
を
制
約
す
る
こ
と
に
対
す

る
配
慮
は
不
要
な
の
か
―
と

い
っ
た
視
点
か
ら
見
直
す
べ
き

だ
と
し
た
。

　
保
険
医
協
会
の
医
師
賠
償
責

任
保
険
等
を
引
き
受
け
て
い
る

損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
の
代

理
店
組
織
Ａ
Ｉ
Ｒ
オ
ー
ト
ク
ラ

ブ
京
都
支
部
は
11
月
29
日
、
蘇

生
会
総
合
病
院
で
車
い
す
の
整

備
・
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
実
施
し
た
。
プ
ロ
代
理
店
組

織
Ｊ
Ｓ
Ａ
中
核
会
京
都
支
部
と

の
共
催
。

　
Ａ
Ｉ
Ｒ
オ
ー
ト
ク
ラ
ブ
（
全

国
の
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜

の
代
理
店
の
自
動
車
整
備
工
場

を
会
員
と
し
て
組
織
さ
れ
た
団

体
）
京
都
支
部
は
、
地
域
社
会

貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
年
1

回
、
医
療
機
関
の
車
い
す
の
整

備
・
清
掃
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を

実
施
。
今
回
は

損
保
ジ
ャ
パ
ン

と
日
本
興
亜
損

保
の
合
併
後
初

の
開
催
で
、
参

加
者
数
が
過
去

最
多
と
な
っ
た
。

　
実
施
に
際
し

て
は
10
年
よ

り
、
協
会
か
ら
会
員
の
病
院
に

車
い
す
と
作
業
場
所
の
提
供
を

お
願
い
し
て
い
る
。

　
参
加
者
47
人
は
整
備
と
清
掃

を
分
担
。
自
動
車
整
備
工
の
整

備
技
術
を
生
か
し
、
車
い
す
を

分
解
し
て
の
ブ
レ
ー
キ
・
ネ
ジ

の
調
節
や
、
タ
イ
ヤ
の
隙
間
に

入
っ
た
汚
れ
を
取
り
除
く
な

ど
、
日
頃
は
手
に
届
き
に
く
い

部
分
も
丁
寧
か
つ
手
際
良
く
作

業
し
、約
2
時
間
で
終
了
し
た
。

　
「
車
い
す
と
一
緒
に
自
ら
の

心
も
磨
く
」
の
合
言
葉
通
り
、

作
業
後
の
車
い
す
55
台
は
美
し

く
輝
い
て
い
た
。

　
病
院
か
ら
は
、
看
護
部
長
の

木
村
克
美
氏
よ
り
「
車
い
す
は

患
者
さ
ん
、
病
院
と
も
に
と
て

も
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
整

備
・
清
掃
し
て
い
た
だ
け
る
の

は
大
変
あ
り
が
た
い
」
と
謝
意

が
述
べ
ら
れ
た
。

　
立
石
恭
子
氏
（
享
年
79
、
伏

見
）
12
月
9
日
ご
逝
去
。

　
1
9
9
7
年
か
ら
2
0
0
0

年
ま
で
理
事
を
お
務
め
い
た
だ

き
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。 訃

　
報

事
務
局
休
務
の
お
知
ら
せ

　
12
月
29
日
（
月
）〜

　
１
月
４
日
（
日
）
ま
で

　
場
　
所　
京
都
社
会
福
祉
会

館
（
チ
ラ
シ
参
照
）

　
参
加
費　
1
0
0
0
円

　
定
　
員　
2
0
0
人

 

（
要
申
込
）

　
主
　
催　
か
も
が
わ
出
版
、

ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
か
も
が
わ

　
申
込
先　
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

か
も
が
わ
（
☎
0
7
5
・
4
1

5
・
7
9
0
2
）

（
多
幸
感
）と
カ
ル
テ
に
は
記
載

さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

　
病
歴
を
聴
取
し
、
身
体
所
見

を
取
り
、
検
査
計
画
を
立
て
て

精
密
検
査
を
進
め
て
い
た
あ
る

日
の
こ
と
で
あ
る
。
病
室
か
ら

Ｙ
さ
ん
の
姿
が
消
え
た
。
看
護

師
は
当
初
、
ト
イ
レ
か
喫
煙
に

で
も
行
っ
た
の
か
と
思
っ
て
い

つ
く
寒
い
日
だ
っ
た
。
冷
た
い

風
も
吹
い
て
い
た
よ
う
な
気
が

す
る
。
病
棟
詰
所
の
申
し
送
り

に
近
い
時
刻
だ
っ
た
か
ら
、
す

ぐ
に
暗
く
な
る
。
ジ
ャ
ン
パ
ー

は
ベ
ッ
ド
に
残
っ
た
ま
ま
だ
っ

た
。
Ｙ
さ
ん
の
病
状
を
考
え
る

と
、
院
外
へ
出
て
道
に
迷
い
徘

徊
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と

思
わ
れ
る
。
奥
さ
ん
に
電
話
し

て
知
ら
せ
る
。
宇
治
の
自
宅
に

は
帰
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
も

と
も
と
宇
治
ま
で
自
力
で
帰
れ

る
病
状
で
は
な
い
。

　
勤
務
を
終
え
よ
う
と
す
る
病

院
中
の
職
員
が
集
ま
っ
た
。
看

護
師
、
事
務
、
放
射
線
技
師
、

検
査
技
師
な
ど
な
ど
。
み
ん
な

で
探
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
暗
く
な
り
寒
さ
が
一
段
と

厳
し
く
な
る
中
で
、
多
く
の
ス

タ
ッ
フ
が
病
院
の
近
所
の
路
地

を
く
ま
な
く
見
て
回
っ
た
。
し

か
し
、
い
な
い
。
Ｙ
さ
ん
は
パ

ジ
ャ
マ
一
枚
で
い
る
は
ず
だ
。

民
主
的
集
団
医
療

吉中 丈志（中京西部）

見つめ直そうつめ直そう

6

た
が
1
時
間
た
っ
て
も
ベ
ッ
ド

に
戻
ら
な
い
。
院
内
の
ど
こ
か

に
倒
れ
て
い
な
い
か
と
探
し
て

み
た
が
、
Ｙ
さ
ん
の
姿
は
ど
こ

に
も
見
当
た
ら
な
い
。
誰
か
ら

と
も
な
く
、「
病
院
の
外
へ
出

た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
声

が
上
が
っ
た
。
そ
れ
で
一
気
に

大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
雪
が
ち
ら

こ
と
が
わ
か
っ
た
そ
う
だ
。
ど

う
い
う
経
路
で
そ
こ
ま
で
行
っ

た
の
か
、
な
ぜ
簡
保
セ
ン
タ
ー

な
の
か
は
結
局
わ
か
ら
な
い
ま

ま
だ
っ
た
が
、
Ｙ
さ
ん
は
と
に

か
く
無
事
に
病
院
に
戻
っ
て
き

た
の
だ
っ
た
。

　
上
京
病
院
は
京
都
民
医
連
の

労
災
職
業
病
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ

　
Ｙ
さ
ん
は
精
密
検
査
の
た
め

に
上
京
病
院
（
当
時
）
に
入
院

し
て
い
た
時
期
が
あ
る
。
季
節

は
冬
、
年
齢
52
歳
、
職
歴
19
年

の
頃
だ
っ
た
。
40
歳
ご
ろ
か
ら

四
肢
の
し
び
れ
が
起
き
た
。
仕

事
を
続
け
て
い
た
が
脳
血
管
障

害
（
微
小
脳
梗
塞
）
を
起
こ
し

て
し
ま
う
。
麻
痺
は
軽
か
っ
た

が
痙
性
が
め
だ
ち
筋
固
縮
と
失

調
が
め
だ
っ
て
い
た
。
な
ん
と

か
歩
け
る
が
転
倒
し
や
す
い
。

仮
性
球
麻
痺
が
あ
り
、
発
語
し

て
も
鼻
か
ら
息
が
漏
れ
る
状
態

で
、
聞
き
取
り
に
く
い
。
記
銘

力
障
害
も
あ
る
。
す
で
に
働
け

る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
Ｙ
さ
ん
の
表
情
に
悲
壮
感

は
な
く
、
不
釣
り
合
い
な
笑
み

を
浮
か
べ
て
た
ど
た
ど
し
く
話

を
し
て
い
た
こ
と
が
印
象
に

残
っ
て
い
る
。E

uphoria
た
。
振
動
病
、
頚
腕
障
害
、
腰

痛
な
ど
の
診
断
と
治
療
を
行
っ

て
き
た
歴
史
が
あ
っ
た
。
私

は
、
当
時
社
会
問
題
化
し
て
き

た
過
労
死
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
た
。
小
さ
な
病
院
で
あ
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
職
業
病
の
患

者
さ
ん
た
ち
が
ど
う
い
う
境
遇

に
あ
る
の
か
を
職
員
の
だ
れ
も

が
知
っ
て
い
た
し
、
患
者
と
し

て
だ
け
で
な
く
自
分
た
ち
の
仲

間
と
し
て
受
け
と
め
支
援
し
て

い
た
。
Ｙ
さ
ん
の
主
治
医
だ
っ

た
私
に
と
っ
て
、
医
師
の
仕
事

は
こ
う
し
た
職
員
の
力
と
一
緒

に
な
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
の

だ
と
い
う
こ
と
を
体
感
し
た
瞬

間
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
厚
生

労
働
省
が
い
う
チ
ー
ム
医
療
＋

α
で
あ
り
、
こ
う
し
た
医
療
の

あ
り
よ
う
を
民
医
連
で
は
民
主

的
集
団
医
療
と
呼
ん
で
い
た
。

み
ん
な
の
心
配
が
募
る
。

所
持
金
は
な
い
は
ず
な
の

で
遠
く
に
は
行
け
な
い
は

ず
だ
が
、
警
察
に
も
連
絡

し
、
タ
ク
シ
ー
会
社
に
も

無
線
で
捜
索
の
手
配
を
し

て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
で
も

手
が
か
り
に
な
る
情
報
は

な
い
。
ど
こ
か
人
目
に
つ

か
な
い
と
こ
ろ
で
倒

れ
て
い
た
ら
凍
死
し

か
ね
な
い
と
不
安
が

よ
ぎ
る
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、

松
ヶ
崎
の
簡
保
セ
ン
タ
ー（
当

時
）
の
職
員
か
ら
病
院
に
電
話

が
入
っ
た
。
お
宅
の
病
院
の
患

者
さ
ん
と
思
わ
れ
る
人
を
セ
ン

タ
ー
で
保
護
し
て
い
る
の
で
迎

え
に
来
て
も
ら
え
な
い
か
と
い

う
。
い
ろ
い
ろ
話
を
聞
い
て
み

て
よ
う
や
く
上
京
病
院
と
い
う

労働者向けに二硫化炭素中毒症の解説をする筆者 1984年

自国守るEUの姿勢見習う
べきとした杉島弁護士

車いすを丁寧に整
備・清掃する参加
者と完了シール

国
家
主
権
を
制
約
す
る
自
由
貿
易
協
定
は
適
切
か
!?

米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
現
状
を
杉
島
弁
護
士
が
報
告

病
院
の
車
い
す
整
備
・
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
が
地
域
社
会
貢
献
活
動

基金
国保

９日
（金）

10日
（土） 労災

10日
（土）

○ ◎（※） ◎（※）

2015１月のレセプト受取・締切

○は受付窓口設置日、◎は締切日
（※）オンライン請求の場合は 24:00迄。
受付時間：基金  午前９時～午後５時30分
　　　　　国保  午前８時30分～午後５時15分
　　　　　労災  午前９時～午後５時

　京都クレジッ
トサービス㈱と
提携している
ゴールドカード
は、京都府保険
医協会の会員は個人・家族・法人カー
ドとも年会費は永久無料です。
　また、個人診療所の会員も事業用決
済カードとして法人カードを申し込む
ことができます。
　法人カードの申込書類が必要な方は
協会事務局までご連絡下さい。

ど
、
日
頃
は
手
に
届
き
に
く
い

部
分
も
丁
寧
か
つ
手
際
良
く
作

　京都クレジッ
トサービス㈱と

法人カードを持てます!
個人診療所も

医協会の会員は個人・家族・法人カー
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